
登
山
に
魅
せ
ら
れ
て

挑
戦
し
続
け
る

山
岳
指
導
員
と
し
て

の
活
動

阿
部
阿
部  

陽
子
陽
子
さ
ん
さ
ん

山
で
感
じ
る

山
で
感
じ
る

人
間
ら
し
さ

人
間
ら
し
さ

日
本
山
岳
会
岩
手
支
部

日
本
山
岳
会
岩
手
支
部  
支
部
長

支
部
長

　

辛
く
大
変
な
道
の
り
で
も
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
人
だ
け
に

与
え
ら
れ
る
達
成
感
は
、
何
も

の
に
も
変
え
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。
街
中
の
喧
騒
を
忘
れ
、
大

自
然
を
身
体
中
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
登
山
。
盛
岡
市
在
住

の
阿
部
陽
子
さ
ん
は
、
そ
の
登

山
に
魅
せ
ら
れ
た
一
人
で
す
。

　

阿
部
さ
ん
の
登
山
デ
ビ
ュ
ー

は
意
外
と
遅
く
、
大
学
生
の
こ

ろ
。「
初
心
者
な
の
に
、
い
き
な

り
岩
手
山
に
登
っ
た
ん
で
す
」

と
苦
笑
い
。
当
時
は
特
に
何
と

も
思
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
後
も
機
会
が
あ
っ
て

何
度
か
登
山
を
し
て
い
る
う
ち

に
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
山
岳
会
岩
手
支
部
に

入
会
し
た
の
は
25
年
前
。
そ
の

後
、
い
く
つ
も
の
山
に
挑
戦
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
を
飛
び
回

り
、「
日
本
百
名
山
」
は
８
割

以
上
踏
破
。
13
年
前
に
は
中

国
の
グ
ラ
ダ
ン
ト
ン
峰（
標
高

６
８
０
０
メ
ー
ト
ル
）
に
も
１

カ
月
か
け
て
挑
戦
。
途
中
、
登

山
隊
の
半
数
が
高
所
順
応
で
き

ず
に
脱
落
す
る
な
か
、
阿
部
さ

ん
は
最
後
ま
で
登
り
続
け
ま
し

た
。
時
間
切
れ
で
登
頂
は
叶
わ

な
か
っ
た
も
の
の
、
６
２
０
０

メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
登
っ
た
と

い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　

こ
の
日
は
遠
野
市
に
あ
る
石

上
山（
標
高
１
０
３
６
メ
ー
ト

ル
）に
登
頂
。片
道
２
時
間
程
度

の
山
で
す
が
、途
中
に
は
鎖
や

梯
子
で
登
る
よ
う
な
難
所
も
あ

る
山
で
す
。そ
ん
な
山
道
も
、阿

部
さ
ん
に
と
っ
て
は
楽
し
み
の

ひ
と
つ
。疲
れ
を
見
せ
ず
、軽
い

足
取
り
で
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、山
頂
か

ら
は
、肉
眼
で
し
か
味
わ
え
な

い
360
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能

で
き
ま
し
た
。

　

自
称「
飽
き
っ
ぽ
い
」
と
話

す
阿
部
さ
ん
が
、
こ
こ
ま
で
山

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
理
由
は

「
同
じ
山
を
登
っ
て
も
同
じ
こ

と
な
ん
て
一
度
も
な
い
か
ら
」

と
の
こ
と
。
天
候
や
季
節
、
登

る
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
顔
を
変
え

る
の
で
、
飽
き
る
こ
と
は
な
い

そ
う
で
す
。

　
「
登
山
は
、
五
感
を
駆
使
し
、

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
山
に
挑
む

崇
高
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。

登
っ
て
い
る
と
き
は
す
ご
く
人

間
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
」
と
話
す
阿
部
さ

ん
。
登
山
の
た
め
に
、
冬
は
防

寒
対
策
で
体
重
を
３
キ
ロ
増
や

す
な
ど
、
体
重
管
理
も
欠
か
さ

な
い
徹
底
ぶ
り
を
見
せ
ま
す
。

　阿部さんの本業は画家。趣味の登山を活かし、岩手の山
をスケッチで紹介する記事を6年以上連載。その集大成を
ひとつの本にして、「岩手の山150」を出版しました。連載当
時は1年のうち100日は山に費やしていたとのこと。2年前
に女性としては史上2人目の日本山岳会の支部長に就任

急斜面でもサクサク進む阿部さん。元気に山を登り続けるための秘訣は「太らないこと」

　

趣
味
で
登
る
以
外
に
も
、
山

岳
指
導
員
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
阿
部
さ
ん
。「
引
率
の
と

き
は
他
人
の
命
も
預
か
る
こ
と

に
な
る
か
ら
」
と
、
入
念
に
準

備
す
る
そ
う
で
す
。
登
山
中
は

も
っ
と
も
遅
い
ペ
ー
ス
の
人
に

合
わ
せ
て
安
全
第
一
に
行
動
。

効
率
的
な
足
の
運
び
方
や
、
休

憩
時
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
「
座
学
も
大
切
だ
け
ど
、
現

場
で
教
え
る
の
が
一
番
。
子
ど

も
か
ら
シ
ニ
ア
の
方
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
人
を
引
率
し
て
き
ま

し
た
。
無
事
下
山
し
て『
さ
よ

う
な
ら
』
を
言
う
と
き
が
嬉
し

い
で
す
ね
」と
阿
部
さ
ん
。

　

暖
か
く
な
り
、
岩
手
も
山
開

き
の
季
節
。
よ
り
多
く
の
人
に

登
山
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
今
後
も
精
力
的
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部
さ
ん
が
思
う

登
山
の
魅
力
と
は

大 人のための情報 紙  シニアズ（1）2017年 5月28日（日）【 6月号 】

企画・編集・発行：株式会社ウインドクロス
〒020-0024 盛岡市菜園2丁目1-9　メール info@seniorsnet.jp
電話(代表)019-623-2788　FAX019-623-3735
【編集長】今野洋介  【編集スタッフ】川村龍雄/古山そのみ/
セブン企画/村井由紀子/大森ふじお/菊地陽一

2017.6月号
【月刊165号】　次号／6月25日第4日曜日発行!!

シニアズは本文組にUD（ユニバーサル
デザイン）フォントを使用しています。

シニアズホームページ http://seniorsnet. jp  検索はこのワード  シニアズ 検 索

無料配布

シニアのためのウォーキング
　

新
緑
の

季
節
を
迎

え
、
街
中
の

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ（
散
歩
、

徒
歩
、
散
策

な
ど
な
ど
）

が
一
層
、
盛

り
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、

歩
く
だ
け
の

ほ
か
、
市
内

の
自
然
、
歴

史
や
文
化
ス

ポ
ッ
ト
を
尋

ね
た
り
、
お

店
巡
り
の
ス

タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し

ん
だ
り
、さ
ら
に
は
カ
フ
ェ
巡

り
な
ど
百
花
繚
乱
。
い
ろ
い
ろ

な
団
体
が
、ち
ゃ
ん
と
ナ
ビ
を

し
て
く
れ
ま
す
。
体
や
頭
に
も

良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、も
う
こ

れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に
欠

か
せ
な
い
で
す
ね
。

　

私
も
先
日
、「
中
津
川
ま
ち

歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」や
、「
き

さ
ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
四
ツ
家
の
地
蔵
尊
、盛
岡

で
一
番
古
い
仁
王
小
学
校
な

ど
、今
も
歴
史
を
刻
む
盛
岡
な

ら
で
は
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

歴
史
や
文
化
も
堪
能
。
案
内
役

で
名
解
説
の
佐
藤
裕
弥
さ
ん

（
71
）か
ら
、民
謡
も
飛
び
出
す

な
ど
の
お
ま
け
も
あ
り
ま
し
た
。

　
気
づ
け
ば
２
時
間
半
も
散
策
。

街
歩
き
が
趣
味
な
佐
々
木
綾
さ

ん（
64
）は
、「
毎
回
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
知
れ
て
う
れ
し
い
」

と
軽
い
汗
を
か
き
な
が
ら
も
満

足
気
。
体
と
脳
が
活
き
活
き
す

ら
ら
な
お
も
て
な

し
散
策
会
」な
ど

に
参
加
。
本
町
通

り
や
そ
の
界
隈
を

元
気
な
シ
ニ
ア
を

含
め
30
人
で
散
策

し
ま
し
た
。

　
「
田
中
の
地
蔵

る
し
、シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
に
ぴ
っ
た
り

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一

緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

盛
岡
生
活
文
化
研

究
室 

大
森
ふ
じ
お
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登録したマーク地点（最大
3地点登録可能）まで「矢印」
と「残距離」でナビゲートし
てくれるGPSナビ。

秋山、冬山のような厳しい
条件下でも、温かさを維持
する軽量ボトル。寒暖差の
激しい山では、頼りになる相
棒です。

　

登
山
道
具
は
、
登
山
者
の

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
信
頼
の
お
け

る
山
道
具
を
そ
ろ
え
、
登
る

前
に
よ
く
使
い
慣
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
登
山
靴
と
雨
具

の
重
要
度
は
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
。
足
元
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
こ
そ
、
長
時
間
歩
行

や
危
険
地
帯
、
雨
風
か
ら
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
軽
く
て
背
中
に
フ
ィ
ッ

ト
し
た
ザ
ッ
ク
は
、
荷
物
を

担
ぐ
と
い
う
重
い
イ
メ
ー
ジ

を
く
つ
が
え
し
、
身
体
と
一

体
化
し
た
機
能
美
と
爽
快
感

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
プ
ル
で
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
の
高
い
衣
類
は
、

日
常
着
と
し
て
も
オ
シ
ャ

レ
で
す
。
さ
ら
に
、
ビ
ビ
ッ

悪天候に対応するプロテクションとして実績のある、悪天候に対応するプロテクションとして実績のある、
シニアの女性に嬉しい超軽量なナイロン製シェル・シニアの女性に嬉しい超軽量なナイロン製シェル・
ジャケット。トレッキング以外の様々なシーンでも活ジャケット。トレッキング以外の様々なシーンでも活
用できます。用できます。

使うシーンを選ばないデザインと着用感。使うシーンを選ばないデザインと着用感。
立体的なパターンと豊かなストレッチ性を立体的なパターンと豊かなストレッチ性を
併せ持ち、足上げも軽快に進みます。併せ持ち、足上げも軽快に進みます。

ハイキングや整備された登山道での使用
に最適な、軽量で、高い通気性を誇るドイ
ターのベストセラーシリーズ。収納力も十
分です。

patagonia
ウィメンズ・フーディニ・ジャケット

THE NORTH FACE
アルパインライトパンツ

15,746円（税込）

14,040円（税込）

4,212円（税込）

7,344円（税込）

5,940円（税込） 12,960円（税込）

16,632円（税込）

12,960円（税込）
16,200円（税込）

15,984円（税込）

deuter
Futura 20 SL 

phenix 
ARBOR HAT

caravan
トレッキングシューズ C4-03

Foxfi re
スコーロン SCアコードT

C3fi t
インスピレーションロングタイツ

BLACK DIAMOND
Wsトレイル プロ ショック

Bushnell
バックトラック G2

持ってて便利ワンポイントアイテム
Thermos 500ml
山専用ステンレスボトル

頭部前後にメッシュの窓があり、通気頭部前後にメッシュの窓があり、通気
性が良好。後頭部には首筋を直射日光性が良好。後頭部には首筋を直射日光
から守るサンシェードも付いています。から守るサンシェードも付いています。
これからの熱中症対策に活用できるのこれからの熱中症対策に活用できるの
も嬉しいですね。も嬉しいですね。

女性の足に合わせた履き心地が優しいモデル。脚力
の弱い女性でも負担が少ない自然なソールの屈曲性
が得られるよう、インソールボードには歩行をサポー
トする屈曲ラインスタビライザーがあるので安心。

防虫、吸汗速乾、UVカット機能を持つ
トランウェット・スコーロン生地を使
用。薄手の天竺素材で盛夏でも着用が
可能です。虫除けスプレーが苦手な人
や、汗の冷えによる低体温予防に効果
的です。

一般医療機器「弾性ストッキング」の血行促進
効果がある段階着圧設計のロングタイツ。血行
促進効果でむくみを軽減することができるの
で、よりよいコンディションでトレッキングに臨
めます。

ショック吸収が付いている女性モデルのトレッ
キングポール。ワンタッチロックで安定感もあ
ります。トレッキングポールは足への負担や、膝
への衝撃の軽減、バランスの補助など多くの補
助機能がありますので、持っておくと心強いア
イテムです。

アウトドアライフ グリーンハウス 提供

Trekking Item Guide
山歩きの基本的な道具をご紹介
自分に合ったアイテムを探そう!!

最近は山歩きを楽しむ人が増えています。 山を制するつもりで、
厳しい環境に挑む人。大自然を体いっぱいに感じ、森林浴を楽し
む人。山でしか見られない動物や植物に癒される人など、山歩き
には様々な楽しみ方があります。しかし山歩きで共通する大事
なことは「必ず無事で戻ってくること」です。本人の技量や意識
なども重要ですが、道具でカバーできる部分も大きいです。シー
ズンインに向けて、自分に必要なものを見極めておきましょう。
「備えあれば憂いなし」です！

登
山
の
道
具
た
ち

防虫

補助

ト
な
小
物
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
利

か
せ
れ
ば
、
歩
く
楽
し
み
が
増
す

で
し
ょ
う
。
日
々
進
化
す
る
品
々

を
、
手
に
と
っ
て
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
に
立

ち
寄
り
、
お
気
に
入
り
の
道
具
を

買
い
足
し
て
、
今
年
も
山
登
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

阿
部
陽
子

日本山岳会は山が好きな
人が集まるクラブです。先
鋭的な登山からハイキング
や観察会まで、オールラウ
ンドな活動をしています。
スキルや年齢は問いま
せん。ともに活動していた
だける方を会員としてお
迎えいたします。日本山岳
会への入会は、HPの入会
申込書に記入し捺印の上、
本部事務局もしくはお近
くの支部に郵送ください。
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　おいしい空気、人里離れた山並みの景色、緑濃き山に咲く花々を訪ねて出かけてみませんか。こ
こで紹介するのは、眺望が良く初登山者にも歩きやすい、盛岡周辺の「姫神山」「三ツ石山」「七滝（八
幡平）」の３つの登山ルートです。高山植物の宝庫で名高い岩手には、このほか鞍掛山、栗駒山、早
池峰山、女神山、薬師岳など、たくさんの山があります。目的や自分のレベルに合った山を選んで、
無理のないペースで登山やトレッキングを楽しんでみましょう。

初心者も楽しめる！
日帰り登山

姫神山

三ツ石山 七滝

　北上川を挟み岩手山と相対してそびえる姫神山
は、なだらかな裾野を引く秀麗な三角錐の山の姿
が目を引きます。スズランの名所でもあり、白樺
林を縫って高山植物を眺めながら登る一本杉コー
スが最もポピュラーなルート。頂上までは１時間
半程で到着し、ぐるりと周遊しても約３時間で歩
ける山ですが、里山特有の急登もあるので心して
登りましょう。早池峰山や秋田県境の山々のスカ
イラインが一望できる眺望は抜群。７月はツツジ
など見ごろを迎えます。

姫神山
山頂標高1123.8m
歩行距離4km（一本杉コース）
歩行時間 約１時間30分

写真：（公財）盛岡観光コンベンション協会

　八幡平市と雫石町の境に位置する東北百名山の
１つ。初心者には短時間で三ツ石山単体に登って
みるのがおすすめですが、時間と体力があるとき
は、八幡平市の松川温泉を起点に、源太ヶ岳～大
深岳～小畚（こもっこ）山～三ツ石山を周回して
松川温泉に下山するという三角のコースを辿っ
てみるといいでしょう（周回するとコースタイム
は約７～８時間）。小畚山から三ツ石山にかけて
平坦で緩やかな広い稜線になっていて、全体的に
アップダウンが少ないのが特徴。

三ツ石山
山頂標高1466m
歩行距離9.5km
歩行時間 約3時間30分

　七滝とは松川に注ぐ赤川にある滝のひとつで、
落差43mの滝が七段に分かれて流れ落ちている
様は圧巻。あまり高低差を感じず気軽に登れる
ルートなので、トレッキングやハイキング気分で
のんびり登山を楽しみたい人にぴったりです。県
民の森から車で６００ｍほど上ったところに「岩
手山七滝登山口駐車場」があるのでそこに車を停
めてスタート、「岩手山七滝分岐」案内板から七滝
へ。ゆっくり歩いて約１時間。厳冬期の「七滝の
氷瀑」は見ごたえあり。

七滝 （八幡平）
標高823m（岩手山は2038ｍ）
歩行距離2.8km
歩行時間 約1時間

すっかり暖かくなり、外に飛び出したくなる季節になりました。
身につけるアイテムが少ない夏こそ、ひとつひとつにこだわろう！

「自分じゃないみたいだ！」と山口さん。今後も
この髪型にしたいと大喜び

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
ス

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
ス

盛
岡
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
ち
ー
た
ん

盛
岡
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
ち
ー
た
ん

ツ
や
パ
ン
ツ
も
同
じ
差
し
色
の

も
の
に
す
る
こ
と
で
、
統
一
感

を
出
し
ま
し
た
。
本
来
は
登
山

な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
向
け
商
品

な
の
で
す
が
、
袖
や
裾
を
ロ
ー

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
、
街

中
で
も
通
用
す
る
オ
シ
ャ
レ
な

着
こ
な
し
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
違
う
セ
ッ
ト
の
仕

方
や
着
崩
し
方
で
、
ま
っ
た
く

別
の
印
象
に
見
せ
る
お
手
本
の

様
な
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
で
す
。

ト
ク
の
３
階
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ

プ「
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
」で
ト
ー
タ

Before After

ファッションアドバイザー
アウトドアライフ グリーンハウス盛岡店　店長　小清水英雄

仕事の時はアイビー
スタイル、普段着は
Tシャツにジーンズ
という山口さん。今
回のコーディネート
については、「夏らし
いし、愛車ともマッ
チングしていて、な
かなかいいね！」とご
満悦な様子

　

今
回
の
モ
デ
ル
は
、「
イ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
ス
」
の
社
長
、
山

口
博
章
さ
ん
。
ミ
リ
タ
リ
ー
や

ア
ウ
ト
ド
ア
が
趣
味
だ
と
い
う

山
口
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
な
ス
タ

イ
ル
を
ご
提
案
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
理
容
フ
ァ
ー
ス
ト
肴

町
店
の〝
モ
テ
G
コ
ー
ス
〞で
、

夏
ら
し
い
爽
や
か
な
髪
型
に
。

あ
え
て
い
つ
も
通
り
の
髪
型
を

ベ
ー
ス
に
、
多
少
の
ア
レ
ン
ジ

と
セ
ッ
ト
の
仕
方
で
ガ
ラ
リ
と

印
象
を
変
え
て
み
ま
す
。
頭
頂

部
に
梳
き
を
多
め
に
入
れ
る
こ

と
で
髪
を
立
ち
や
す
く
し
、
前

髪
を
少
し
流
し
て
下
ろ
す
こ
と

で
、
全
体
的
に
軽
や
か
な
雰
囲

気
を
与
え
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド

の
カ
ラ
ー
ワ
ッ
ク
ス
も
と
て
も

綺
麗
に
馴
染
ん
で
お
り
、
染
め

た
様
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

　

服
装
は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
カ
ワ

ご自慢の愛車は、第二次大戦時代のドイツ国防軍の軍用車両。
自走できる状態のものは国内に4台しかない、貴重な1台です

～モテ爺～夏のアウトドアコーデ

へアスタイリング
理容ファースト肴町店（モテGコース）担当理容師  舘下大地【取材協力】

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

服
装
が
地
味
に
な
り
が

ち
な
シ
ニ
ア
世
代
の
方

に
、
も
っ
と
遊
び
心
を

持
っ
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
明
る
い
オ

山
口
山
口  

博
章
博
章  
さ
ん
さ
ん（（
5454
））

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

▶ 

レ
ン
ジ
の
T
シ
ャ
ツ
を
チ
ョ
イ

ス
。
そ
の
色
に
合
わ
せ
て
シ
ャ

フォルクスワーゲンType82
キューベルワーゲン1942年式

中級 中級 初級
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【 12食目/納豆パズー】

藤
原
さ
ん

料
理
監
修

遊
食
屋
F
U
J
I

食
パ
ン（
１
枚
）、プ
チ
ト
マ

ト（
２
個
）、パ
セ
リ（
少
々
）、

小
粒
納
豆（
１
パ
ッ
ク
、45

ｇ
程
度
）、小
ネ
ギ（
少
々
）

材
　
料

ア
向
け
ア
レ
ン
ジ
パ
ン
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
小
粒
納
豆
に
付
属
の
た
れ

や
か
ら
し
を
入
れ
、
み
じ
ん
切

り
に
し
た
小
ネ
ギ
と
一
緒
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
。
袋
の

コ
ー
ナ
ー
に
絞
り
寄
せ
な
が
ら

袋
の
口
を
ひ
ね
り
閉
じ
、
底
の

片
側
の
端
に
ハ
サ
ミ
で
切
り
、

絞
り
口
を
作
る
。

②
パ
ン
に
①
を
絞
り
出
し
な
が

ら
円
を
描
く
。
空
い
た
中
心
部

分
に
卵
を
押
し
付
け
て
く
ぼ
み

を
作
り
、
そ
こ
に
卵
を
割
り
落

と
す
。

③
ト
ー
ス
タ
ー
で
５
分
程
焼
き
、

プ
チ
ト
マ
ト
と
パ
セ
リ
を
添
え

て
完
成
！

〈
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス
〉

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
す
る
と
手

　

パ
ン
に
ち
ょ
っ
と
ひ
と
手
間

加
え
て
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か

り
摂
れ
る
栄
養
あ
る
一
品
に
！

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」に
出
て

き
た〝
パ
ズ
ー
の
パ
ン
〞の
シ
ニ

簡
単
で
美
味
し
い
パ
ン

を
汚
さ
ず
後
始
末
も
簡
単
。
納

豆
を
絞
り
出
す
と
き
は
、
パ
ン

に
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

く
と
上
手
に
円
が
描
け
ま
す
。

焼
き
加
減
は
お
好
み
で
調
整
し

て
く
だ
さ
い

取
材
協
力 

遊
食
屋
F
U
J
I

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
発
酵
と
は
」

　

微
生
物（
菌
、
カ
ビ
、
酵
母
）

の
働
き
に
よ
っ
て
、食
品
中
の

デ
ン
プ
ン
、た
ん
ぱ
く
質
が
分

解
さ
れ
る
こ
と
で
、私
た
ち
の

体
に
有
益
な
食
品
が
で
き
る
こ

よ
い
状
態
に
し
ま
す
。
私
た
ち

の
デ
ン
プ
ン
分
解
酵
素（
ア
ミ

ラ
ー
ゼ
、
グ
ル
コ
シ
タ
ー
ゼ
）

を
使
わ
ず
と
も
、
消
化
・
吸
収

で
き
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

②
発
酵
過
程
で
多
様
な
栄
養
機

能・例
①
：
納
豆
の
納
豆
菌
は
発
酵

過
程
で
、血
栓
分
解
酵
素
の
納

豆
キ
ナ
ー
ゼ
、肌
の
保
湿
に
効

果
の
あ
る
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
K
２
を
産
生
し
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
K
２
は
骨
粗
鬆

症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、非
常
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
例
②
：
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
乳
酸
菌

は
乳
糖
を
分
解
し
、牛
乳
で
下

痢
す
る
人
も
下
痢
し
に
く
く
、

牛
乳
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た
、乳

酸
菌
は
乳
糖
を
餌
に
し
て
乳
酸

な
ど
を
産
生
し
、腸
内
環
境
を

酸
性
に
傾
か
せ
て
悪
玉
菌
を
抑

制
し
、腸
内
環
境
を
改
善
し
ま

す
。

③
旨
味
・
甘
味
が
増
し
て
味
に

深
み

　

食
品
の
中
の
デ
ン
プ
ン
が
ブ

ド
ウ
糖
に
、た
ん
ぱ
く
質
が
ア

ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
る
こ
と
で
、

発
酵
食
品
独
特
の
旨
味
や
甘
味

が
生
ま
れ
、味
に
深
み
が
出
ま

す
。
鶏
胸
肉
を
塩
麹
で
漬
け
込

む
と
、パ
サ
パ
サ
感
の
胸
肉
も

し
っ
と
り
柔
ら
か
な
食
感
に
な

り
、
旨
味
も
増
し
ま
す（
鶏
胸

肉
に
は
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、疲
労
回
復

に
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。

「
塩
麹
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

　

買
う
と
な
る
と
高
価
な
塩
麹

で
す
が
、自
宅
で
簡
単
に
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
用
意
す
る
も
の
）

・
生
麹
300
g

・
塩
100
g

・
水
380
㏄

（
作
り
方
）

①
ボ
ー
ル
に
生
麹
を
入
れ
、よ

く
揉
み
解
す
。

②
揉
み
解
し
た
生
麹
に
塩
を
入

れ
、さ
ら
に
揉
み
解
す
。

③
水
を
加
え
て
よ
く
か
き
混
ぜ

る
。

④
常
温
で
１
週
間
ほ
ど
発
酵
さ

せ
ま
す
。
１
日
１
回
か
き
混
ぜ

て
、発
酵
を
均
一
に
し
ま
す
。

⑤
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に

入
れ
て
保
存
。

※
鶏
胸
肉
や
鰆
な
ど
の
漬
け
込

み
は
も
ち
ろ
ん
、野
菜
炒
め
や

野
菜
ス
ー
プ
も
美
味
し
く
な
る

万
能
調
味
料
で
す
。

管
理
栄
養
士　

菊
池
洋
子

発酵食品のパワー
ブドウ糖、アミノ酸に分解し、消化・吸収しやすい状態に

納
豆
、味
噌
、ヨ
ー

グ
ル
ト
、キ
ム
チ
、

チ
ー
ズ
な
ど
は
発

酵
食
品
で
す
。
食

品
は「
発
酵
」
す

る
こ
と
で
消
化
、

吸
収
が
良
く
な
っ

た
り
、風
味
が
増

し
た
り
、
発
酵
菌

が
腐
敗
菌
を
抑
え

て
保
存
性
が
高

ま
っ
た
り
し
ま
す
。

数
年
前
に
は
塩
麹

が
ブ
ー
ム
に
な
り
、

今
で
は
調
味
料
や

惣
菜
品（
魚
・
肉
の

塩
麹
な
ど
）と
し

て
ス
ー
パ
ー
に
並

ん
で
い
ま
す
。
今

回
は
注
目
を
集
め

る
発
酵
食
品
の
パ

ワ
ー
を
取
り
上
げ

と
を「
発
酵
」、

逆
に
体
に
悪
い

有
害
な
食
品
が

で
き
る
こ
と
を

「
腐
敗
」
と
言

い
ま
す
。

　
「
発
酵
食
品

の
パ
ワ
ー
」

①
消
化
・
吸
収

が
良
く
な
る

　

微
生
物
の
働

き
に
よ
り
、
食

品
中
の
デ
ン
プ

ン
は
ブ
ド
ウ
糖

に
、
た
ん
ぱ
く

質
は
ア
ミ
ノ
酸

に
ま
で
分
解

し
、
消
化
・
吸

収
し
や
す
い
状

態
に
変
化
さ
せ

ま
す
。

　

例
え
ば
、
飲

む
点
滴
と
し
て

　

朝
食
の
納
豆
や
味
噌
汁
、そ

し
て
食
後
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
。
私

た
ち
が
何
気
な
く
食
べ
て
い
る

話
題
の
甘
酒
は
、麹
カ
ビ
が
ご

飯
の
デ
ン
プ
ン
を
ブ
ド
ウ
糖
に

分
解
し
、甘
く
、消
化
・
吸
収
の
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動
物
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
山
手
先
生
が
ご
紹
介

いわてシニアネット便り《6月の西部公民館パソコン教室》
いわてシニアネットは毎週1
回 盛岡市天昌寺町の事務所
内でIT講習会を開催して皆
様の疑問質問にお答えします。
お気軽にご来場ください。

●かんたん！Windows10で写真加工・・・・・・8日（木）10時～16時
●インターネットを楽しもう！・・・・・・・・・・11日（日）10時～15時   
●エクセル中級編・・・・・・13日（火）～15日（木）9時30分～12時30分
●タブレット端末で楽しもう！・・・・・・・・・17日（土）10時～15時
●これでばっちり！エクセルマスター・・・・22日（木）・23日（金）10時～16時
●ワード入門編・・・・・・・27日（火）～29日（木）9時30分～12時30分
●パソコン・タブレットお助け相談会・・・・・・30日（金）10時～15時
NPO法人いわてシニアネット　〒020-0136　盛岡市天昌寺町1-60　☎ 090-2361-8965　Eメール isn@ksj.biglobe.ne.jp

【お問い合わせ】 西部公民館☎019-643-2288

医療
岩手医科大学

い
わ
て
医
療
通
信

慢
性
C
型
肝
炎
の
特
徴

肝
臓
の
疾
患
③

　

慢
性
C
型
肝
炎
と
は
、前
回

記
載
し
た
慢
性
B
型
肝
炎
と

同
様
に
、肝
炎
を
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス（
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
：

H
C
V
）の
感
染
に
よ
っ
て
、

６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
肝
臓

の
炎
症
状
態
が
続
き
、肝
臓
の

働
き
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。

日
本
に
お
け
る
慢
性
肝
炎
の
原

因
と
し
て
、最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。
初
期
症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、治
療
せ
ず
放

置
し
て
お
く
と
、長
い
経
過
の

う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進

行
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
日
本
に
は
100
人
に
１
人

か
ら
２
人
の
割
合
で
、慢
性
C

型
肝
炎
の
患
者
さ
ん
、あ
る
い

は
自
覚
症
状
の
な
い
H
C
V

の
持
続
感
染
者（
キ
ャ
リ
ア
）

が
い
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、

〝
21
世
紀
の
国
民
病
〞と
ま
で
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

H
C
V
の
感
染
経
路
は
血
液

感
染
で
す
。
そ
の
た
め
、空
気

感
染
や
経
口
感
染
の
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。
感
染
の
有
無
は
、

慢
性
B
型
肝
炎
と
同
様
に
、採

血
で
H
C
V
の
存
在
を
確
認
す

る
こ
と
で
診
断
し
ま
す
。
無
料

で
検
診
も
で
き
ま
す
の
で
、自

治
体
や
保
健
所
、病
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

慢
性
C
型
肝
炎
の
治
療
法
と

し
て
、今
ま
で
は
注
射
薬
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
用
い

た
治
療
が
中
心
で
し
た
が
、投

与
後
の
発
熱
・
筋
肉
痛
・
関
節

痛
・
全
身
の
倦
怠
感
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症

状
、あ
る
い
は
糖
尿
病
の
悪
化

や
、貧
血
な
ど
の
血
液
の
異
常
、

う
つ
症
状
・
不
眠
な
ど
、
精
神

症
状
と
い
っ
た
副
作
用
が
現
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
現
在
で
は
、イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
を
使
わ
な
い
飲
み
薬

だ
け
で
の
治
療
が
普
及
し
て
い

ま
す
。副
作
用
が
少
な
い
た
め
、

高
齢
や
合
併
症
の
た
め
に
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
使
え
な
か
っ

た
方
で
も
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、治
療
に
際
し
て
助
成
を
受

け
る
仕
組
み
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
C
型
肝
炎
と
診
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、ど
の
よ
う
な

治
療
を
行
う
か
、助
成
の
適
応

で
あ
る
か
、か
か
り
つ
け
の
先

生
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
治

療
や
、よ
り
詳
し
い
検
査
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、岩
手
医
科

大
学
付
属
病
院
肝
臓
内
科
に
紹

介
状
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

モ
モ
ン
ガ
の
は
な
し

モ
モ
ン
ガ
の
は
な
し

　

モ
モ
ン
ガ
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、

チ
ン
チ
ラ
、
テ
グ
ー
な
ど
を
飼

う
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
確

か
に
、
人
気
に
な
る
の
も
納
得

の
か
わ
い
ら
し
い
動
物
で
す
。

　

モ
モ
ン
ガ
は
ク
リ
ク
リ
と
し

た
黒
目
に
、
硬
い
ホ
ウ
キ
の
よ

う
な
し
っ
ぽ
を
持
つ
、
リ
ス
の

よ
う
な
動
物
で
す
。
体
の
側
面

に
飛
膜
が
あ
り
、
手
足
を
広
げ

滑
空
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

モ
モ
ン
ガ
は
、
ア
メ
リ
カ
モ

モ
ン
ガ
や
タ
イ
リ
グ
モ
モ
ン
ガ

な
ど
の
ゲ
ッ
歯
類
、
つ
ま
り
リ

ス
の
仲
間
と
、
フ
ク
ロ
モ
モ
ン

ガ
と
い
う
有
袋
類
に
分
か
れ
ま

す
。
こ
の
フ
ク
ロ
モ
モ
ン
ガ
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
で
、
コ

ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
と
同
様
に

お
腹
の
袋
、
育
児
嚢の

う
で
子
ど
も

を
育
て
ま
す
。

　

モ
モ
ン
ガ
は
夜
行
性
で
す
が

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
慣
ら
せ
ば

手
の
ひ
ら
に
乗
る
な
ど
、
と
て

も
な
つ
き
や
す
い
動
物
で
す
。

価
格
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ

と
か
ら
気
軽
に
飼
い
始
め
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

選
ぶ
時
に
は
目
、
鼻
、
耳
、

お
尻
、
生
殖
器
周
囲
に
汚
れ
が

な
い
こ
と
、
脱
毛
部
が
な
く
、

毛
に
艶
が
あ
る
こ
と
、
全
体
的

に
ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
こ
と
、

元
気
良
く
し
っ
ぽ
を
振
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
購
入
し
た
ら
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

「
山
手
先
生
の
動
物
の
こ
と
」

５
月
分
放
送
よ
り

で
き
な
い
人
は
、
口
輪
筋
の
筋

力
が
衰
え
て
い
る
状
態
と
言
え

ま
す
。
口
輪
筋
が
衰
え
る
と
口

が
開
い
た
ま
ま
の
状
態
に
な
る

た
め
、
無
意
識
に
口
呼
吸
と
な

り
、
細
菌
が
扁
桃
を
直
撃
し
ま

す
。
あ
る
い
は
、
口
が
乾
い
て

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
い
う
状
態
に

な
り
、
感
染
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
口
輪
筋
の
鍛
え
方
と

し
て
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

す
る
体
操
。「
ア
と
イ
」
で
は

口
を
大
き
く
開
け
、「
ウ
」
は

唇
を
尖
ら
せ
、「
ベ
」
は
思
い
っ

き
り
舌
を
真
下
に
突
き
出
し
、

こ
の
言
葉
を
１
日
20
回
繰
り
返

す
。
声
も
出
す
と
よ
り
効
果
的

で
す
。

ぶ
く
と
送
り
込
む
う
が
い
法
。

こ
れ
を
毎
食
後
に
10
回
繰
り
返

し
て
、
水
を
吐
き
出
す
。
こ
れ

は
口
腔
清
浄
に
も
な
る
の
で
一

石
二
鳥
で
す
。

　

以
上
の
３
つ
は
、
特
別
な
道

具
を
必
要
と
し
な
い
鍛
え
方
な

の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
。
特
に
②

と
③
は
簡
単
な
の
で
、
ぜ
ひ
毎

日
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
し
ぶ
く
ろ
歯
科
医
院
・
健
康

サ
ロ
ン
も
〜
も
〜
院
長　

牛
袋
徳
道

身近なもので測定・改善
口輪筋の低下による障害

　

不
正
咬
合

の
三
つ
目
の

対
処
法
「
口

の
筋
肉
の
筋

力
の
低
下
に

対
す
る
治

療
」
の
話
を

し
ま
す
。
廃

用
障
害
で
筋

力
が
低
下
す

る
の
は
、
口

輪
筋
と
嚥
下

筋
で
し
た
。

今
回
は
ま
ず

口
輪
筋
の
話

を
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に

口
輪
筋
の
筋

力
の
測
定
法

に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。

①
大
き
め
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
１
リ
ッ

②
タ
コ
糸
程

度
の
太
さ
の

糸
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
口

に
結
び
、
も

う
一
方
に
は

直
径
３
㎝
ほ

ど
の
ボ
タ
ン

を
結
び
付
け

る
。

③
そ
の
ボ
タ

ン
を
前
歯
と

唇
の
間
に
挟

み
、
口
を
閉

じ
て
、
唇
の

力
だ
け
で
そ

の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
持
ち

上
げ
る
。

　

こ
の
測
定

法
を
試
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
が

ト
ル
の
水
を
入
れ
る
。

　

測
定
法
で
使
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
、
水
を
唇
の
力
で
持
ち

上
げ
ら
れ
る
最
大
量
の
半
分
の

量
を
入
れ
、
５
秒
持
ち
上
げ
て

５
秒
休
む
。
こ
れ
を
１
日
20
回

行
う
。

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

②
ア
イ
ウ
ベ
体
操

　

口
の
形
を
「
ア
イ
ウ
ベ
」
に

③
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い

　

口
を
し
っ
か
り
閉
じ
、
唇
の

上
下
左
右
に
水
を
順
番
に
ぶ
く
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ま
す
よ
。

　
「
悩
み
を
相
談
す
る
こ
と
で

す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く
る
」

「
家
族
へ
の
想
い
や
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
」「
こ
れ

か
ら
先
、
慌
て
ず
に
じ
っ
く
り

準
備
・
計
画
が
で
き
る
」な
ど
、

相
談
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
こ

と
は
先
延
ば
し
に
し
て
お
か
ず

く
知
っ
て
お
き
た
い
、そ
の
他
、

お
寺
や
お
墓
・
仏
壇
、
遺
産
整

理
の
こ
と
な
ど
、「
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
い
い
の
」と
困
っ
て

い
る
…
そ
ん
な
人
た
ち
の
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
開

設
さ
れ
た
相
談
室
な
の
で
、
消

費
者
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

営
利
事
業
で
は
な
い
た
め
、

「
無
料
相
談
っ
て
な
ん
だ
か
不

こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る〝
も
し

も
〞
を
考
え
て
お
く
こ
と
は
、

こ
の
先
安
心
し
て
過
ご
し
て
い

く
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

で
も
、
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば

い
い
か
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
。

　

そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る

の
が
無
料
相
談
室「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ラ
ン
盛
岡
」
で
す
。

事
前
相
談
で
不
安
解
消
！ 

④

続
な
ど
こ
れ

か
ら
の
こ
と

に
つ
い
て
誰

か
に
聞
い
て

も
ら
い
た

い
」
な
ど
、

い
ま
気
に

な
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

年
従
事
し
て

い
た
経
験
豊

富
な
ス
タ
ッ

フ
が
、
じ
っ

く
り
丁
寧
に

ア
ド
バ
イ
ス

や
説
明
を
し

て
く
れ
る
の

で
安
心
し
て

相
談
が
で
き

　
「
費
用
を
最
低
限
に
抑
え
て

シ
ン
プ
ル
な
お
葬
式
に
す
る
に

は
」「
後
継
者
が
い
な
い
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
」「
相

相
続
や
後
継
者
の
こ
と
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
準
備
を

し
て
お
き
た
い
、
葬
儀
の
費
用

や
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
詳
し

安
」「
売
り
込
み
や
裏
が
あ
っ

た
り
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」と

い
っ
た
心
配
が
無
用
な
の
も
嬉

し
い
と
こ
ろ
。
葬
祭
事
業
に
長

に
、
ぜ
ひ
気
軽
に
相
談
を
。

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
盛
岡

☎
０
１
９（
６
１
３
）５
３
３
５

消
費
者
思
い
の

ア
ド
バ
イ
ス
や

説
明
が
好
評

　

桜
山
神
社
の
傍
ら
に
高
さ

6.6
メ
ー
ト
ル
、周
囲
約
20
メ
ー

ト
ル
と
い
う
烏
帽

子
岩
が
屹き
つ
り
つ立
す

る
。
県
庁
所
在
地

の
ど
真
ん
中
の
巨

石
絶
景
で
あ
る
。

こ
の
盛
岡
城
跡
界

隈
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
盛
岡
一
帯

と
い
う
の
は
掘
れ

ば
巨
大
な
花
崗
岩

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
出
て

来
る
地
質
な
の
だ

と
い
う
。
夥

お
び
た
だし
い

巨
大
な
岩
や
石
の

上
に
盛
岡
は
存
在

す
る
の
だ
。
盛
岡

城
の
あ
の
立
派
な

石
垣
も
、城
を
造

る
時
に
現
地
や
近

場
か
ら
掘
り
出
し

た
も
の
を
切
り
出

し
、整
え
て
使
用

し
て
い
る
の
だ
と

か
。
い
わ
ば
石
垣

素
材
の
地
産
地
消

で
あ
る
。

　

盛
岡
城
築
城
の

際
、土
地
を
掘
り

下
げ
た
時
に
出
て

来
た
の
が
烏
帽
子

岩
で
あ
る
。
当
初

は
三
角
の
岩
が
頭

を
出
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
が
、

南
部
藩
第
27
代
藩
主
・
南
部
利

直
公
の
命
令
に
よ
っ
て
土
台

を
削
っ
た
の
だ
が
、掘
れ
ど
も

掘
れ
ど
も
全
容
が
見
え
て
来

な
い
。
そ
れ
で
も
根
気
よ
く
掘

城
内
の
祖
神
さ
ま
の
神
域
だ
っ

た
の
で
、こ
れ
は
宝
に
匹
敵
す

る
大
石
で
あ
る
と
さ
れ
、吉
兆

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
信
仰

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
南
部

藩
の
歴
史
は
、た
び
た
び
天
変

地
異
に
苛
ま
れ
て

来
た
苦
労
の
連
続

の
歴
史
で
あ
る
。

天
災
は
冷
害
を
招

き
、
冷
害
は
貧
困

を
招
く
。
困
窮
し

た
民
た
ち
は
一
揆

を
起
こ
し
、藩
も

そ
の
対
策
に
追
わ

れ
た
。
災
害
や
疫

病
の
な
い
平
安
な

世
こ
そ
、誰
も
が

欲
し
か
っ
た「
さ

い
わ
い
」だ
っ
た
。

　

歴
史
マ
ニ
ア
の

仲
間
か
ら
面
白
い

情
報
を
聞
い
た
。

盛
岡
に
お
城
を
築

く
前
の
南
部
氏
の

居
城
・
三
戸
城
で

も
烏
帽
子
岩
を
信

仰
し
て
い
た
ら
し

い
と
い
う
の
だ
。

後
日
、
三
戸
町
教

育
委
員
会
に
問
い

合
わ
せ
て
み
た
が
、

学
芸
員
さ
ん
は

「
城
内
に
烏
帽
子

岩
が
あ
っ
た
と
は

聞
い
た
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
。
し

か
し「
三
戸
城
か

巨石の出現は偶然か必然か
吉兆パワースポット「烏帽子岩」

蒼天の下の烏帽子岩は400年
変わらず盛岡を見て来た。

と
い
う
名
が
あ
る
が
、三
戸
城

に
も「
亀
池
」「
鶴
池
」が
あ
る
。

往
時
、盛
岡
に
城
を
築
く
こ
と

に
し
た
際
、精
神
的
な
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
は
三
戸
か
ら
継
承
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な

ら
ば
こ
そ
、
偶
然
か
必
然
か
、

姿
を
現
し
た
巨
大
な
烏
帽
子

型
の
岩
は
吉
兆
以
外
の
何
物

で
も
な
い
。
南
部
氏
が
代
々
丁

重
に
崇
め
て
き
た
こ
と
も
大

い
に
頷
け
る
の
で
あ
る
。

ら
も
見
渡
せ
る
信
仰
の
山
・
名

久
井
岳
の
呼
称
の
一
部
に
大

烏
帽
子
・
小
烏
帽
子
と
い
う
の

が
あ
る
の
で
そ
れ
の
こ
と
で

は
？
」
と
い
う
。
盛
岡
城
跡
の

お
堀
に
は「
亀
ヶ
池
」「
鶴
ヶ
池
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
料
金
が
安
く
な

り
ま
す
、
と
い
う

勧
誘
電
話
に
う
ん

ざ
り
し
て
い
る
方

は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
ホ
ン
ト
の

と
こ
ろ
は
ど
う
な

の
か
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

世
帯
全
体
の
通

信
料
で
み
る
と
月

額
１
０
０
０
円
以

上
安
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
料
金
は
安

く
な
る
の
に
、
必
要
の
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
の
契
約
ま
で
勧
め
ら

れ
、
結
果
割
高
に
な
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

使
い
始
め
て
か
ら
の
使
い
勝

手
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
使
い

始
め
る
ま
で
が
大
変
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
営
業
ト
ー
ク
と
し

て
「
今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な

い
で
す
よ
〜
」
と
い
う
決
め
台

詞
が
あ
り
ま
す
が
、
契
約
を
変

え
る
時
点
で
何
も
変
わ
ら
な
い

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
何
も
変
更
し
な
く
て

も
大
丈
夫
と
言
わ
れ
た
け

ど
、
実
は
設
定
変
更
し
な

い
と
使
え
な
く
て
、
自
分

で
は
出
来
な
く
て
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
も
N
T
T
で
あ
る
か
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【電話】 教室 ▶ 019-601-6839  修理 ▶ 019-661-2138
【営業時間】 平日9：00～19：00  土曜9：00～16：00
第2.4土曜日定休  修理部門は第1、3、5水曜日も定休

「安くなります！」にご用心

本
当
に
使
い
勝
手
は

変
わ
ら
な
い
の
？

本
当
に
安
く

な
る
の
？

の
よ
う
に
名
乗
る
代
理
店
が
あ

り
ま
す
が
、N
T
T
か
ら
直
接

「
安
く
な
り
ま
す
」と
い
う
趣
旨

の
営
業
電
話
が
来
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け

で
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
も
し
も
相
談
す
る

の
な
ら
、
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
や
家

電
量
販
店
な
ど
、
店
舗
で
相
談

で
き
る
所
が
お
勧
め
で
す
。
も

ち
ろ
ん
当
店
で
も
ご
相
談
は
可

能
で
す
。
電
話
だ
け
で
勧
誘
、

契
約
を
し
て
い
る
場
合
に
比
べ

て
、は
る
か
に
分
か
り
や
す
く
、

ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
い
で
す
。

N
T
T
だ
と
思
っ
て

契
約
し
た

り
進
め
、や
が
て

出
現
し
た
の
が
烏

帽
子
に
似
た
巨
岩

だ
っ
た
。
そ
の
場

所
は
当
時
は
八
幡

社
が
鎮
座
す
る
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盛
岡
駅
を
背
に
開
運
橋
を

渡
っ
て
行
く
と
街
路
が
４
本

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

番
右
側
、
下
の
橋
ま
で
延
び
る

〝
橋
か
ら
橋
ま
で
〞の
道
が「
旧

大
沢
川
原
小
路
」と
呼
ば
れ
た

通
り
で
す
。

　

こ
の
辺
り
は
、
１
６
７
０
年

に
起
き
た
記
録
的
な
大
洪
水
で

中
津
川
三
橋
や
夕
顔
瀬
橋
が
流

失
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
機

に
、
29
代
重
信
公
に
よ
り
北
上

川
の
流
路
切
り
替
え
と
い
う
大

胆
か
つ
画
期
的
な
計
画
が
遂
行

さ
れ
、
１
６
７
３
年
か
ら
わ
ず

か
２
年
間
の
突
貫
工
事
で
新

し
い
土
手
を
盛
り
、
河
道
が
掘

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
も
な
い

後
、
そ
の
校
舎
は
岩
手
中
学
〜

岩
手
女
子
高
校
へ
と
引
き
継
が

れ
、
校
庭
の
一
角
に
は
樹
齢
200

年
以
上
の
ケ
ヤ
キ
と
エ
ゾ
エ
ノ

キ
の
大
木
が
保
存
樹
木
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
町
に
は
昔
か
ら

下
ノ
橋
教
会
、
善
隣
館
な
ど
キ

リ
ス
ト
教
関
連
の
施
設
も
あ

り
、
こ
の
界
隈
と
共
に
歴
史
を

刻
ん
で
い
ま
す
。

時
代
で
し
た
か
ら
そ
の
工
事
の

速
さ
に
は
驚
き
で
す
。
こ
の
流

路
変
更
に
よ
っ
て
、
菜
園
や
大

沢
川
原
の
運
命
が
変
わ
っ
た
と

も
い
え
ま
す
。

　

時
代
が
進
ん
で
１
８
９
０

年
、
鉄
道
が
開
通
し
、
盛
岡
駅

や
開
運
橋
が
で
き
た
こ
と
で
、

大
沢
川
原
小
路
は
河
南
地
区
や

仙
北
町
方
面
と
駅
を
最
短
で
結

ぶ
重
要
な
道
と
し
て
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
界
隈
は
明
治
以
降
、
文

教
地
区
と
し
て
の
歴
史
も
刻
ん

で
お
り
、
１
９
０
０
年
代
に
入

り
ま
も
な
く
盛
岡
二
高
の
前
身

で
あ
る
盛
岡
女
学
校
校
舎
や
盛

岡
農
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

盛
岡
女
学
校
が
天
神
町
に
移
転

旧
大
沢
川
原
小
路
界
隈

案
内
役 

真
山
重
博

現在、大沢川原の道路は拡幅工事中

も
り
お
か
い
に
し
え
散
歩 

②

仙北太極拳同好会サンライフ卓球Kawagarasu craft 倶楽部ハンドメイドハニーポップ
活動内容：拳式 24式
日程：毎週月曜日（12～3月は火曜日）
時間：10時～12時
場所：サンライフ盛岡
費用：2,500円
連絡：080-6025-1383

活動内容：卓球練習
日程：毎週火曜日
時間：12時～15時
場所：サンライフ盛岡
費用：約1,000円
連絡：080-1651-7743

活動内容：釣具の製作と情報交換など
日程：第1・3土曜日
時間：13時～15時
場所：サンライフ盛岡
費用：約2,000円 ※自由参加1回毎1,000円
連絡：090-7790-2819

活動内容：パッチワーク、ハワイアンキル
ト
日程：第2・4土曜日
時間：9時～12時
場所：サンライフ盛岡
費用：1レッスン 1,500円（材料費別）
連絡：080-3321-5159

▶応募方法「読者プレゼント」郵便はがきにあなたの郵便番号、住所、
氏名、年齢、希望の商品、どこでシニアズを見たか、面白かった記
事・広告を記入し下記へ。6月20日消印有効です。商品の発送をもっ
て発表にかえさせていただきます。「文芸作品」俳句・短歌・川柳の
三部門の作品を募集しています。各部門3～ 5編を掲載予定、毎月
末締め切りです。郵便はがきに三編以内の作品（部門名を明記）を書
き、住所、氏名、性別、年齢を記入し下記へ。▶文芸掲載作品の作者
には粗品を進呈します。▶宛先〒020-0024盛岡市菜園2丁目1-9
㈱ウインドクロス内シニアズ編集部読者係まで

〔
文
芸
作
品
〕読
者
の
コ
ー
ナ
ー

〔 

俳
句 

〕

風
船
を
は
な
さ
ず
母
の
背
に

眠
る 

盛
岡
市 

小
泉
ト
キ
ミ

百
千
鳥
我
に
か
え
り
て
夢
心

地 

盛
岡
市 

中
村
恵
如

〔 

川
柳 

〕

「
変
わ
ら
な
い
」
言
わ
れ
て
ニ

ン
マ
リ
鏡
見
る 

 

盛
岡
市 

山
本
し
づ
江

気
が
つ
く
と
白
内
障
で
目
も

か
す
む 

盛
岡
市 

阿
部
悦
女

高
校
前
ど
さ
っ
と
乗
っ
て
み

な
ス
マ
ホ 

盛
岡
市 

餘
目
忠
吉

便
利
器
種
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
お

じ
け
づ
き　

滝
沢
市 

青
木
ミ
サ
子

読者プレゼント

_

春し
ゅ
ん
ぼ
う望_

杜
甫

㉖

　
『
唐
詩
選
』
ば
か
り
か
、
中

国
漢
詩
に
お
い
て
、
李
白
と
言

え
ば
杜
甫
で
あ
り
、
ま
た
親
し

い
仲
だ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

同
世
代
の
大
詩
人
の
双
璧
と
い

う
意
味
で
、《
李
杜
》と
も
呼
ば

れ
る
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

李
白
は（
七
〇
一
〜
七
六
二
）

杜
甫
は（
七
一
二
〜
七
七
〇
）

で
、
約
十
歳
違
い
で
も
あ
る
。

　

だ
が
そ
の
詩
境
は
か
な
り
異

な
る
こ
と
に
は
、
多
々
注
目
・

関
心
を
禁
じ
得
な
い
。

　

前
項
で
見
た
李
白
の
五
言
絶

句
作
品
と
同
じ
く
ら
い
に
、
わ

が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
杜
甫

作
品
と
言
え
ば
、
誰
に
言
わ
せ

て
も
五
言
律
詩
の
「
春
望
」
で

あ
ろ
う
。

　

本
文
を
見
て
み
よ
う
。「
国

破
レ
テ
山
河
在
リ
／
城
春
ニ
シ

テ
草そ

う
も
く木

深
シ
／
時
ニ
感
ジ
テ
ハ

花
モ
涙
ヲ
濺そ

そ
ギ
／
別

わ
か
れヲ
恨
ン
デ

ハ
鳥
モ
心
ヲ
驚
カ
ス
／
烽ほ

う
か火

三さ
ん
げ
つ月ニ
連
ナ
リ
／
家か

し
ょ
ば
ん
き
ん

書
万
金
ニ

抵あ

タ
ル
／
白は

く
と
う頭

搔
ケ
バ
更
ニ

短み
じ
かク
／
渾す

べ
テ
簪し

ん
ニ
勝た

ヘ
ザ
ラ

ン
ト
欲ほ

っ
ス
」

　

大
意
は
、（
唐
の
都
長
安
は

反
乱
軍
の
た
め
に
す
っ
か
り
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
杜
甫
も

囚
わ
れ
）
が
、
自
然
の
山
河
そ

の
風
景
だ
け
は
懐
か
し
い
春
の

季
節
を
つ
の
ら
せ
て
鮮

あ
ざ
やや

か
で

あ
る
。
だ
が
そ
れ
以
外
は
戦
乱

の
た
め
に
、
世
は
一
変
し
自
分

は
そ
の
時
世
に
心
を
痛
め
て
い

る
が
、
心
な
し
か
何
か
と
花
や

鳥
ま
で
が
、
涙
を
流
し
、
悲
し

い
鳴
き
声
を
あ
げ
て
飛
び
去
っ

た
り
し
て
い
る
。〝
烽の

ろ
し火
〞
を

上
げ
、
戦
が
ま
だ
や
ま
な
い
状

景
は
数
カ
月
に
も
及
び
、
や
っ

と
届
い
た
家
か
ら
の
手
紙
は
万

金
に
価
あ
た
いす
る
が
、
余
り
の
心
痛

の
た
め
、髪
も
白
く
薄
く
な
り
、

簪か
ん
ざ
し

も
さ
し
冠
を
と
め
る
こ
と
も

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
）

　

花
と
鳥
の
箇
所
は
、
教
科
書

や
一
般
に
は
、「
花
ニ・

・モ
」「
鳥

ニ・

・モ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
が
、

私
見
と
し
て
は
、
あ
え
て
「
花

モ・

」「
鳥
モ・

」
と
似
人
化
し
た

読
み
で
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を

採
っ
て
み
た
。

　
『
唐
詩
選
』
で
最
も
問
題
と

し
た
い
の
は
、五
言
律
詩
で
は
、

李
白
は
た
っ
た
二
作
品
で
、
杜

甫
は
逆
に
二
十
二
作
品
入
っ
て

い
る
。

　

五
言
絶・

・句
で
は
李
白
作
品

を
、
五
言
律・

・詩
で
は
杜
甫
を
評

価
し
て
い
る
よ
う
な
編
者
の
主

観
は
問
題
で
あ
る
。
僭
越
な
が

ら
『
唐
詩
選
』
の
こ
の
李
杜
の

扱
い
に
異
議
あ
り
…
で
あ
る
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

地
元
密
着
で
顧
客
に
寄
り
添
う

く
ら
し
建
築
工
房 

代
表
取
締
役 

中
村 

喜
一
さ
ん（
57
）

拠
点
を
置
く
盛
岡
市
山
岸

地
区
を
中
心
に
事
業
展
開
し

て
い
る「
く
ら
し
建
築
工
房
」

は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
店

が
ま
だ
め
ず
ら
し
か
っ
た
頃
の

２
０
０
１
年
に
創
業
。
地
域
の

ど
ん
な
軽
微
な
困
り
ご
と
で
も

対
応・
解
決
し
て
き
て
、今
年
で

16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
大

学
の
頃
か
ら〝
い
つ
か
は
起
業

を
〞と
決
め
て
い
ま
し
た
」と
話

す
の
は
、同
社
代
表
取
締
役
の

中
村
喜
一
さ
ん
。
大
手
住
宅
設

備
メ
ー
カ
ー
に
11
年
勤
め
盛
岡

へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
、職
業
訓
練
校

の
夜
学
に
通
い
２
級
建
築
士
の

資
格
を
取
得
。
起
業
家
と
し
て

は
遅
咲
き
の
42
歳
の
と
き
に
自

社
を
創
設
し
ま
し
た
。

「
山
岸
は
生
ま
れ
た
町
。
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
大
好
き
な

地
元
に
恩
返
し
を
し
た
く
て
」

と
中
村
社
長
。
顧
客
の
身
近
に

居
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が

信
頼
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

狭
い
エ
リ
ア
限
定
の
展
開
を
一

貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
座

右
の
銘
は〝
遠
き
を
は
か
る
も

の
は
富
み
、近
き
を
は
か
る
者

は
貧
す
〞。「
果
樹
栽
培
と
一
緒

で
、顧
客
と
の
信
頼
関
係
も
育

む
こ
と
が
大
事
」
と
、
同
社
が

大
切
に
し
て
き
た
Ｏ
Ｂ
客
へ
定

期
的
に
郵
送
す
る「
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
」
も
、
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
と
話
し
ま
す
。
一
方
で
、「
Ｅ

Ｓ（
従
業
員
満
足
）な
く
し
て
、

Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
）は
あ
り
え
な

い
」と
、社
員
に
と
っ
て
も
良

い
会
社
で
あ
る
よ
う
、土
台
作

り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
先
め
ざ
す
の
は〝
エ
イ

ジ
ン
グ
・
イ
ン
・
プ
レ
イ
ス（
住

み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し

く
最
期
ま
で
）〞へ
の
貢
献
。「
単

な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
と
し
て

で
は
な
く
、福
祉
と
連
携
で
き

る
会
社
に
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
中
村
社
長
。「
シ
ニ
ア

に
な
っ
て
も
や
れ
る
仕
事
は
い

っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
。
死
ぬ
ま
で

現
役
で
い
た
い
」と
未
来
を
展

望
し
て
い
ま
す
。

昭和34年生まれ。
盛岡市出身。盛岡
第三高等学校、岩
手大学人文社会科
卒業。ＴＯＴＯ勤務
を経て、盛岡にて平
成14年に起業。趣
味は登山とバイク

⑬6月27日㊋午前10時～12時 仙北地区活動センター
＜生きがい推進係＞
■いきいき健康体操「介護予防太極拳」
内容：初心者向けクラス。太極拳で足腰の筋力向上！
参加費：無料　対象：概ね60歳以上の盛岡市民
定員：25人（申込み不要）
日時：6月14日、21日、28日㊌午前10時から11時30分まで
会場：みたけ老人福祉センター（みたけ三） 
問合せ：☎641-2022　※5月31日までは長寿社会課☎603-
8003へお問い合わせください。
持ち物：中ズック・タオル・水などの飲料
■高齢者世帯などへ寝具類クリーニングサービス
内容：寝具類を事業者が預かり洗濯などをして配達します。
費用：無料　定員：30名　申込み：6月16日㊎締め切り
対象：要介護3以上または認知症による尿失禁等がある方で
高齢者のみの世帯の方、身体障害者手帳1～2級を持つ方で
独居または家族が高齢者のみの方
問合せ・申込:☎603-8003（長寿社会課）

■岩手県保険医協会第40回総会記念講演会
内容:「世代を超えて広がる貧困」-“老後破産” の取材現場より-
参加費:無料（要申込）　定員：180名　日時：6月4日㊐13時半～15時半
会場：エスポワールいわて2F大ホール
問合せ・申込:☎019-651-7341（岩手県保険医協会）
■パイプオルガン入門講座
内容:パイプオルガンに関する知識を身につけ、音楽の世界を拡げませんか。
参加費:一般2,000円　第1回のみ1,000円
定員：25名（全2回：10名/第一回のみ：15名）
日時：第1回基礎知識編6月17日㊏ 13時半～16時 第2回レッ
スン体験6月24日㊏1部10時～12時 2部13時半～15時半
会場：盛岡市民文化ホール 小ホール
問合せ・申込:☎019-621-5151（盛岡市民文化ホール）
■東北ロケットリークラブ モデルロケットを飛ばそう！
参加費:見学自由ですので、直接現地にお越し下さい。
日時：6月18日㊐10時/変更情報は、フェイスブックにて連絡
会場：安比高原スキー場 白樺ゲレンデ
問合せ：takahashi@san-ou.co.jp

盛
岡
市
保
健
福
祉
部

長
寿
社
会
課
の
イ
ベ
ン
ト

各
種
イ
ベ
ン
ト

<地域ケア係>
■元気はなまる筋力アップ教室
内容:簡単筋力アップ体操と健康講座　参加費:無料
対象:概ね65歳以上の盛岡市民（申込み不要）
持ち物:中ズック・タオル・飲み物
問合せ:☎613-8144（長寿社会課地域ケア係）
①6月12日㊊午前10時～11時半 仁王老人福祉センター　　
②6月26日㊊午前10時～11時半 桜城老人福祉センター
③6月14日㊌午前10時～11時半 緑が丘老人福祉センター
④6月2日  ㊎午前10時～11時半 中野地区活動センター
⑤6月27日㊋午後1時半～3時 杜陵老人福祉センター
⑥6月20日㊋午前10時～11時半 加賀野老人福祉センター
⑦6月22日㊍午前10時～11時半 北厨川老人福祉センター
⑧6月9日  ㊎午後1時半～3時 みたけ地区活動センター
⑨6月5日  ㊊午前10時～11時半 本宮老人福祉センター
⑩6月13日㊋午前10時～12時 青山地区活動センター3階ホール
⑪6月20日㊋午後1時半～3時半 山岸老人福祉センター
⑫6月21日㊌午後1時半～3時半 都南公民館1階小ホール

■60歳からの芝居づくり～文月は、ろくまる手紙シアター～
内容:「手紙」を題材として、その思いを声にのせてみる、そ
こから広がる世界を、仲間と一緒に演劇で表現してみたら　
受講料:3,000円　対象:概ね60歳以上の方　定員：10人
日時：6月20日㊋～7月21日㊎　※時間はお問合せ下さい
会場：盛岡劇場・河南公民館
申込：往復ハガキの往信に、「60歳からの芝居づくり」と記入
し、郵便番号、住所、電話番号、氏名、年齢、性別、演劇経験
の有無を記入の上、下記の宛先までお申し込みください。
宛先：〒020-0873 盛岡市松尾町3-1
問合せ:☎019-622-2258（盛岡劇場・河南公民館）
■アナウンサー梶原しげる講演会
内容:ひっかかる日本語～選ぶ言葉が人生を豊かにする～　
参加費:2,000円　日時：6月8日㊍ 開演19時 開場18時半
会場：アイーナ会議室701
問合せ・申込:☎090-7060-6681（村井）
                      info@ss-publishing（SS-Publishing）
抽選で1名様招待券をプレゼント

本年は2種類の東北産ホップ（岩手県産リトル
スターと岩手県産・青森県産の信州早生）を50%
以上使用し、絶妙にブレンド。
麦とホップ The goldのコクはそのままに、
東北産ホップの爽やかで豊かな香りを引き立
てました。東北の夏にぴったりの、コクと香り
をお楽しみください。
350㎖缶24缶入り1ケースを1名様にプレゼント

サッポロ 麦と東北ホップThe gold 薫る夏
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紫波町出身。紫波高等学校卒
業後、盛岡市内のホテルで経
験を積み、2006年花巻温泉に
入社。2015年に佳松園の料理
長に着任
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５
月
の
某
日
、
花
巻
温
泉
・

佳
松
園
で
行
わ
れ
た
内
見
会
。

同
温
泉
の
安
藤
昭
社
長
を
は
じ

め
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
食
事
内
容

の
検
討
が
意
欲
的
に
取
り
組
ま

れ
る
中
、
ひ
と
き
わ
真
剣
な
眼

差
し
で
品
評
に
耳
を
傾
け
る
姿

が
…
そ
れ
が
佳
松
園
の
料
理
長

を
務
め
る
高
橋
晋
さ
ん
で
す
。

　

今
年
４
月
20
日
に
東
京
の

赤
坂
御
苑
で
行
わ
れ
た
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
主
催「
春
の
園
遊

会
」の
調
理
担
当
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
ほ
ど
の
腕
前
を
持
つ
高

橋
さ
ん
。
料
理
人
の
道
へ
進
ん

だ
き
っ
か
け
は
、 「
料
理
好
き

な
姉
と
よ
く
一
緒
に
作
っ
て
い

た
」
と
い
う
、
幼
い
頃
か
ら
の

経
験
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
高
校
卒
業
後
、
盛
岡
市

内
の
ホ
テ
ル
な
ど
を
転
々
と
し

な
が
ら
和
の
料
理
に
つ
い
て
20

年
余
修
業
を
積
ん
だ
高
橋
さ

ん
は
、
２
０
０
６
年
に
花
巻
温

泉
に
入
社
。
佳
松
園
に
配
属
と

な
っ
て
以
来
、
己
が
こ
だ
わ
る

料
理
を
探
究
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
佳
松
園
の
料
理
長
を
任
さ

れ
た
の
は
今
か
ら
２
年
前
。
高

橋
さ
ん
の
日
本
料
理
は
、
粋
な

和
の
中
に
洋
風
の
テ
イ
ス
ト
も

取
り
入
れ
た
深
み
と
幅
が
き
い

た
豊
か
な
味
が
特
徴
で
、
佳
松

園
な
ら
で
は
の
自
慢
の
味
と
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

高
橋
高
橋  

晋晋
さ
ん（
さ
ん（
5151
））

花
巻
温
泉
・
佳
松
園

花
巻
温
泉
・
佳
松
園  

料
理
長

料
理
長

高橋さんが考案した佳松園の新メニューを内見会で披露。安藤社長か
らアドバイスを受け、真剣に料理と向き合う高橋さんの姿が見られます

目にも舌にも楽しめる粋な料理が並びます

高橋さんと共に「花巻温泉・佳松園を盛
り上げて行きたい」と話す安藤社長

執
る
の
は
宮
内
庁
大
膳
課
で
す

が
、
実
は
一
般
公
募
は
し
て
お

ら
ず
、
現
職
や
関
係
者
の
推
薦

を
受
け
な
い
か
ぎ
り
携
わ
る
事

は
で
き
な
い
こ
と
な
の
だ
と

か
。 

今
回
の
実
現
は
、
宮
内
庁

大
膳
課
か
ら
派
遣
要
請
を
受
け

た「
松
和
会（
宮
内
庁
御
用
達
の

萬
屋
調
理
師
会
が
親
会
）
」
に

協
力
を
求
め
ら
れ
た
安
藤
社
長

が
高
橋
さ
ん
を
指
名
。
昨
年
、

佳
松
園
を
訪
れ
た
松
和
会
の
守

屋
会
長
か
ら
、
そ
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
お
も
て
な
し
の
マ
ナ
ー
や

礼
儀
作
法
を
評
価
さ
れ
て
、
宮

内
庁
大
膳
課
へ
推
薦
・
派
遣
が

実
現
し
た
そ
う
で
す
。「
園
遊

会
で
調
理
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
今
後
の
佳
松
園
に

と
っ
て
も
、
彼
に
と
っ
て
も
、

ひ
た
む
き
な
情
熱

料
理
へ
と
そ
そ
ぐ

園
遊
会
で
の
体
験

こ
れ
か
ら
の
糧
に

と
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
。
こ

の
経
験
を
基
に
、
岩
手
を
共
に

盛
り
上
げ
て
行
け
た
ら
」
と
安

藤
社
長
。
佳
松
園
が「
や
っ
ぱ

り
ほ
か
と
は
違
う
な
ぁ
、
さ
す

が
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
料
理
長
の
腕
の
見
せ

ど
こ
ろ
で
あ
る
と
話
し
、
今
後

の
高
橋
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

　

２
年
前
に
佳
松
園
の
料
理
長

を
任
さ
れ
、
今
年
、
園
遊
会
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
高
橋
さ

ん
。「
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
た
分
、
他
と
違
っ
た
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」と
、

料
理
へ
の
探
求
心
は
限
り
な
く

続
き
ま
す
。
園
遊
会
で
の
経
験

を
こ
れ
か
ら
の
糧
に
し
、〝
信

頼
さ
れ
る
料
理
長
〞
を
目
指
し

て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

春春
のの
園
遊
会

園
遊
会
でで
腕腕
をを
振振
る
う
る
う

　
「
園
遊
会
」
で
調
理
す
る
と

い
う
大
抜
擢
を
受
け
た
高
橋
さ

ん
。
園
遊
会
の
料
理
の
指
揮
を

楽しく書くことが大事
にじの会 水彩画サークル

　

盛
岡
市
仙

北
町
に
あ
る

サ
ン
ラ
イ
フ

盛
岡
で
、
月

に
２
回
活
動

し
て
い
る
水

彩
画
サ
ー
ク

ル「
に
じ
の

会
」
は
、
今

年
で
設
立
20

年
目
を
迎

え
た
、
長
寿

サ
ー
ク
ル
で

す
。

　

道
又
洋
一

先
生
（
82
）

の
指
導
の
も
と
、
19
人
の
会
員

が
絵
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

に
じ
の
会
で
は「
楽
し
く
書
く

こ
と
」
を
心
が
け
て
お
り
、
会

員
は
伸
び
伸
び
と
好
き
な
よ
う

に
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

道
又
先
生
も「
上
手
い
下
手

で
は
な
く
、
そ
の
人
の
個
性
を

出
せ
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
実
際
に
そ
の
部
分

に
重
点
を
お
い
て
教
え
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　

参
加
し
て
い
る
会
員
の
み
な

さ
ん
も「
絵
が
好
き
と
い
う
気

持
ち
だ
け
で
入
会
し
ま
し
た

が
、
堅
苦
し
く
な
い
会
な
の
で

今
で
は
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な

り
ま
し
た
。
水
彩
画
は
お
手
軽

な
の
で
始
め
や
す
い
で
す
し
、

初
心
者
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

会
員
の
平
均
年
齢
は
70
歳
以

上
と
の
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん

や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。思い思いに絵を描く会員のみなさん


